
起終点 ：自：山形県米沢市万世町

至：山形県米沢市窪田町
延長（開通済）： ９．０ｋｍ（－ｋｍ）
幅員 ： １３．５ｍ
道路規格 ： 第１種第２級
設計速度 ： １００ｋｍ／ｈ
事業化 ： 平成１５年度（直轄高速方式移行）
都市計画決定 ： 平成 ７年度
用地着手 ： 平成１９年度
工事着手 ： 平成２０年度

事業費・進捗率

東北中央自動車道
米沢～米沢北

東北中央自動車道 米沢～米沢北 再評価実施後３年経過

○計画概要

位置図
○事業目的

標準横断図

・米沢～米沢北間は東北中央自動車道の一部を形成
・現道の快適性・安全性向上
・冬期の速達性・安定性向上による地域医療活動支援
・新規立地企業による地域の活性化、雇用の増加
・県全体での周遊促進、交流人口の拡大

13.5（完成）

[単位：m]

2.5 2.58.5

3.53.5 1.5

全体事業費

（うち用地費）

執行済み額

（うち用地費）

全体進捗率

（用地費）

H25再評価時

（用地費）

完成
334億円

（95億円）

314億円

（95億円）

94％

（100％）

334億円

（95億円）

やまがた よねざわ ば ん せ い ち ょ う

やまがた く ぼ た ま ち

（仮）米沢ＩＣ
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みなみよねざわ

起点 山形県米沢市万世町
よねざわし ばんせいちょ

う

Ｔ’10=16,558
（台/日）

Ｔ’10=8,627（台/日）

Ｔ’10=9,622（台/日）

Ｔ’10=8,627（台/日）

Ｔ’10=9,622
（台/日）

評価対象区間（事業中）

開通済

事業中

［高規格幹線道路凡例］

一般国道

主要地方道

一般県道

H22ｾﾝｻｽ交通量

［その他道路凡例］よねざわ
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金谷橋

中田高架橋

元立橋

当初 変更（新技術）

当初 見直し 変動

金谷橋
（A1・A2橋台）

２基（遊間量110mm）

（0.22億円）
２基（遊間量100mm）

(0.10億円) （-0.12億円）

元立橋
（A1・A2橋台）

２基（遊間量110mm）

（0.29億円）
２基（遊間量110mm）

（0.13億円） （-0.16億円）

中田高架橋
（A1・A2橋台）

２基（遊間量100mm）

（0.22億円）
２基（遊間量100mm）

（0.10億円） （-0.12億円）

所要額 0.73億円 0.33億円 -0.4億円

コスト縮減への取組内容

○新技術(アルミ合⾦鋳物製ジョイント）の導⼊
（⾦⾕橋、元⽴橋、中⽥⾼架橋－0.４億円）

・当初計画：0.73億円
⼀般的な鋼製フィンガージョイントを想定
・変更計画：0.33億円
新技術である、アルミ合⾦鋳物製ジョイント※２を導⼊し、コスト縮減を図る

鋼製フィンガージョイント アルミ合⾦鋳物製ジョイント

位置図
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※1．伸縮装置(ジョイント)
伸縮装置は、橋梁自体の温度変化、コンクリートのク
リープおよび乾燥収縮、荷重などに桁端の変位に対
して、走行車両が路面を支障なく走行するための装置
である

伸縮ジョイント

※２．アルミ合金鋳物製ジョイントとは

・本体がアルミ合金鋳物製であるため、軽量で塩害などの耐候性に優れる。止水に対してはハニカム状
の止水ゴムが圧縮状態で内蔵されているため、止水性に優れ、走行音が橋梁下に透過し難い構造。

・構成部材がシンプルでありコンパクトであるため、施工コストの縮減が可能。
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